
　 時 計 関 連 の 雑 誌 、
MOOKを専門とする出版
社、㈱シーズ・ファクトリー
（東京都港区、代表取締
役：神谷アントニオ）が、
19 4 0～6 0年代のアン
ティークウオッチの雰囲気

をコンセプトにする時計ブランド
「OUTLINE」から、昨年8月以来の久
しぶりとなるミリタリーデザインの新作
時計「ミリタリーType 1950」を発表。

アウトライン公式直
販サイトや時計の
セレクトショップ、
チックタックとロフト
やマルイで知られる
オンタイムとムーヴ
の各店舗にて販売
を開始した。
　新しいコレクショ

ン「ミリタリーType1950」は、3針の
軍用スタイルとしては既存のミリタリー
Type1940に続く第2弾。
　既存のType1940はその名のとお
り1940年代に製造されたイギリス陸
軍「ダーティダース」やドイツ空軍「Bウ
オッチ」をデザインモチーフに手巻き
ムーヴメントで再現。対して今作は
1950年代から60年代までウオルサ
ム、ブローバ、そしてエルジンが製造を
担ったアメリカ空軍タイプの軍用時計

から着想を得て開発した。
　極太のアラビア数字やアロー型秒針
など、視認性を重視した当時の意匠の
レトロな味わいを残しながらデザインを
再現。また、ケースも36mm径と小ぶり
なためファッションとの相性も抜群。
　そんなヴィンテージ調の魅力的なデ
ザインもさることながら、今作のもうひ
とつの特筆すべき点が秒針だ。今回、
アウトラインとして初搭載のセイコー傘
下「TMI製キャリバーVH31」はスイー
プセコンド機能を備えている非常に珍
しい機械。クォーツ式でありながらも秒
針が機械式のように連続して動き続け
るスイープ運針を備える。
　なお、価格は税込み3万9600円と4
万円を切る特別価格に設定。デザイン
や機能面での話題性に加え、このコス
トパフォーマンスの高さも大きな魅力
となっている。

　日本宝飾クラフト学院宝石学部は、
7月と9月に、宝石学に関連する特別講
座を開催する。各分野の第一線で活
躍する専門家を講師に迎え、実践的な
知識を学ぶ機会を提供する。少人数制
の講座のため、関心のある人は、早め
に申し込むとよい（定員に達し次第締
め切り）。

■７月7日（火）14時～16時
「天然無処理で美しい
　ミヤンマー産ルビー」
　ミャンマー産ルビーを専門に扱う宝
石店ならではの視点から、ルビーの品

質評価について詳しく説明。また、講師
自身がミャンマー産ルビーに魅了され、
専門店を開業するに至った経緯や、現
地でのエピソードなども紹介する。講
師：㈱モリス 代表取締役社長 森孝仁。

■９月8日（火）14時～16時
「基礎からわかる珊瑚講座」
　珊瑚研究の第一人者である講師が、
珊瑚の分類から、宝石珊瑚の種類・構
造、さらに珊瑚漁や現在の問題点まで
専門的な内容をわかりやすく解説する。
講師：立正大学 名誉教授 岩﨑望。

開催概要
会場：日本宝飾クラフト学院 宝石学教
室（東京都台東区台東3-13-10）
定員：各講座16名（先着順）
受講料：一般 各5,000円（税込）

申し込み：https://www.jj-craft.com/
にて受付中（9月講座は7月より受付）
問い合わせ：日本宝飾クラフト学院（フ
リーダイヤル 0120-3388-26）

　㈱「グランドセイコー」エボリュー
ション9 コレクションスプリングドライ
ブU.F.A. モデル SLGB003（価格
1,518,000円）が、2026年度「レッド
ドット・デザイン賞」のプロダクトデザイ
ン部門において、最高賞「Best of the 
Best」を受賞した。
　「日本の美意識に根ざしたこの腕時

計は、ザラツ研磨による鏡面仕上
げとヘアライン仕上げの交錯に
よって、光と陰のバランスを表現
している。冬の森から着想を得た
ダイヤルは、層を成して詩的な奥
行きを生み出し、搭載された小
型のスプリングドライブ・ムーブメ
ント「キャリバー9RB2」が卓越し
た精度を実現する。これらの要素

が一体となり、グ
ランドセイコー
エボリューショ
ン9 コレクショ
ン スプリングド

ライブ U.F.A. SLGB003ならではの、
洗練された職人技と自然に根ざした美
しさが表現されている。」と評価された。
　受賞作のダイヤルは、セイコーエプソ
ン塩尻事業所にある「信州 時の匠工
房」の東側に位置する霧ケ峰高原にて、
厳しい冬の時期に見られる「樹氷」の美
しさから着想を得ている。シルバーが

かったブルーのダイヤルカラーで澄んだ
空気に包まれた樹氷を表現し、そこにブ
ルースチールの秒針を組み合わせた。
　本作は、腕時計としての使いやすさ
や美しさを追求した独自のデザイン文
法「エボリューション9スタイル」に則り
デザインされ、「審美性」「視認性」「装
着性」の全てにおいて洗練されたモデ
ルだ。また、ザラツ研磨による歪みのな
い鏡面仕上げと繊細なヘアライン仕上
げが交互に施され、エボリューション9
スタイルの特徴であるバランスの取れ
た美しい輝きを放つ。
　担当デザイナーは「「異次元の高精
度」という機能的価値を、スペックだけ
でなく外観からも感じ取れるデザイン
を目指した。そのためには、小型サイズ
への挑戦は自然なアプローチ。各部品
の加工精度や仕上げ精度を追い込む
ことで、質感や機能性を担保しながら、
ケース自体の小型化と薄型化を両立さ
せた」とコメントしている。

　田中貴金属工業㈱は、個人向
け資産用貴金属取引においてイ
ンターネット取引が増加し、活況
を呈している状況について知らせ
るとともに、2027年中を目標に、
個人向け資産用貴金属の全ての
取引を対象に会員制度を導入す
ることを発表した。
　近年、世界的な経済環境の変
化やインフレ懸念の高まりを背景
に、「資産としての金」への関心が
一層高まっているなか、当社において
も、従来の店頭取引に加え、インター
ネットを通じた取引が拡大している。イ
ンターネット取引にも対応した当社の
資産用貴金属取引サービス「田中貴金
属 総合口座」の新規会員数は、2020

年にコロナ禍による経済不安を
背景に大きく増加。インターネット
取引は、店頭取引価格と比較して
有利な価格での取引ができるこ
とに加え、パソコンやスマートフォ
ンから手軽に利用できるため、店
舗に足を運ぶ必要がなく、時間や
場所の制約を受けにくい資産形
成手段として幅広い客による利用
が広がっている。その後も新規会
員数の増加傾向は続き、金の税

込店頭小売価格が1gあたり１万円を
突破した2023年を基準とすると、
2026年には約4倍に拡大している。
　さらに、新規入会者に占める30代以
下の割合は、2023年の約23％から
2026年には約36％へ上昇。若年層を

中心に、資産形成の手段としての貴金
属への関心が高まっていることがうか
がえる。次の会
員制度について
はwatch-jew-
elry-onlineで
確認を。
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宝石学部 特別講座を7月と9月に
各分野の専門家を招き、２講座を開講

日本宝飾クラフト学院
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日本真珠学術協会
〒110-0005東京都台東区上野5-22-1東鈴ビル6F
TEL:03-3836-2507 FAX:03-3836-2689

　知り合いの
息子さんが中
学の頃、いささ
かグレた時期
があった。授業
についていけ
なくなり、今ま
でのいわば真
面目な仲間た
ちから離れてし
まったらしい。
勉強ができな
いせいで、悪気
はないにしても
からかわれた
り、皮肉めいた
言葉を向けら

れることが重なってだんだんと疎遠に
なってしまったという。話もかみ合わなく
なり、自然と仲間たちも呼びかけなくな
る。溝は少しずつ広がっていく。子供の
集団の中にも暗黙の上下関係が出来
ていて、そこにはそこなりのレベルが存
在しているから、漫然と居心地がいいわ
けではない。仲間たちの輪の中にいるこ
とは「一目置かれる」程度の存在感が
あって初めて維持出来る。その関係とい
うのは、「冷たい」のだけれども、その冷
たさが真面目さの裏返しでもある。大人
になってわかる人間関係のひな型は、も
うそこにあらわれている。
　不良たちというのは、そのままを受け
入れてくれる。落ちこぼれていても、自
堕落であっても、仲間外れにされて孤

立していても、そんなことにお構いなく
自分を受け入れてくれる。ワルは優し
い。その「優しさ」が悪に染まり深入りし
ていく入口でもあるのだが、さて怖く
なって仲間から抜けようとすると今度
は逆に脅される、暴力を振るわれる、と
いうことでそのままずるずると囲われて
しまう。
　強盗殺人事件の実行犯が１６歳の
高校生４人だというが、どこで道を外
れたか分からないが、知り合いの息子
さんのことを思い出した。当時の担任
の先生が熱心な人で、まだ間に合うか
ら、息子さんをなんとしてでも引き留め
なさいと強く説得されたという。小さな
エピソードではあるが、我々が生きた
昭和の時代の学校/教育には現実に
向き合う力があった。
　9０年代初頭あたりから社会の格差

が広がる流れの中で、いわばその余波
のように学校にも多くの問題が押し寄
せてきた。いじめや不登校、スクール
カースト、モンスターペアレント、貧困
児童などの問題が噴出し、スマホの普
及がもたらす子供の世界の行動変容
が目立ってきている。また２０００年以
降は生活困難から通学を断念する「脱
落型不登校」が増加しているのだと
「学校の戦後史」（岩波新書）は指摘し
ている。けれども学校の側、教育の側
がそれらに対して有効な施策を打ち出
してきたかというと、むしろ事態はその
まま放置されている感が強い。いじめ
に対する教育委員会の対応はどの事
例を見ても被害者側の神経を逆なで
するほどに腰が引けているのは周知の
ことだが、不登校にしても正面から受
け止めるというよりは、保健室登校を

登校として認めるように学校/教育の
側が現実に押される形での弥縫策に
終始している。
　犯罪の問題に限らず、学校/教育の
力が子供たちをどこまで救うことが出
来るのかと考えた時、学校/教育はそ
の守備範囲を縮小し、無力化しつつあ
るのではないだろうか。教員志願者が
過去最低まで落ち込んでいる現実は、
問題を抱えたままの教育現場を背後
から映し出していると思える。
　子供たちは幼い頃は、誰もが当たり
前に純真で素直だったはずで、落ちこ
ぼれていくのは、周囲の複雑な環境に
翻弄されるからであろう。それはとても
悲しいことだと思う。

         　　　　　　　　　 カナリア
　　   cosmoloop.22k@nifty.com
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